
令和４年度第１回 高砂市文化財保存活用地域計画協議会 会議次第 

 

日 時：令和４年８月 12日(金) 13:30 

場 所：高砂市役所本庁舎 301会議室 

 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 

３．委員委嘱 

 

４．自己紹介 

 

５．会長及び副会長の互選 

 

６．会長あいさつ 

 

７．議題 
 

（１）高砂市文化財保存活用地域計画作成事業の概要 
 

（２）文化財の概要と高砂市歴史文化基本構想 
 

（３）文化財保存活用地域計画の構成と事例 
 

（４）高砂市文化財保存活用地域計画の作成にむけて 
 

（５）その他 

 

８．閉会 
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１．高砂市文化財保存活用地域計画作成事業の概要 

 

（１）これまでの経過と予定 

 

【高砂市】       ［国・兵庫県・その他］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会 

平成 14年度 

歴史文化遺産活用構想 

平成 18年度 

歴史文化遺産活用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

文化庁 

平成 20～22年度 

文化財総合的把握ﾓﾃﾞﾙ事業 

 （全国 20地区） 

平成 20～22年度 

文化財総合的把握モデル事業の実施 

・兵庫県下では高砂市・篠山市 

平成 23年３月 

高砂市歴史文化基本構想を策定 

平成 23年度～ 

高砂市歴史文化基本構想の取り組み 

・ふるさと文化財登録制度 

・史跡石の宝殿及び竜山石採石遺跡

の指定と保存活用 

・歴史的建造物の保存活用     等 

文化庁 

平成 30年度 

文化財保護法の改正 

・文化財保存活用地域計画等

を制度化 

兵庫県教育委員会 

令和２年３月 

兵庫県文化財保存活用大綱の

策定 

令和２年度～ 

文化財保存活用地域計画の認定  

全国 78件･兵庫県 9市町 

神河町・加西市・香美町・ 

丹波篠山市・淡路市・西宮市・

明石市・神戸市・福崎町 

（令和 4年 7月現在） 

令和４～６年度（予定） 

高砂市文化財保存活用地域計画の

作成 

・歴史文化基本構想をベース 

・文化財を保存活用するために、

目指すべき姿と実現に向けた具

体的な措置 

令和６年度（予定） 

高砂市文化財保存活用地域計画を 

文化庁へ認定申請 
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（２）文化財保存活用地域計画とは ～背景と歴史文化基本構想～ 
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（３）高砂市文化財保存活用地域計画作成事業 事業計画 

（文化庁 文化財保存活用地域計画等の策定等に関する指針より） 

 

① 計画作成の趣旨  

（ア）概要 

 文化財保存活用地域計画（市町村）は、文化財保存活用大綱（都道府県）を勘案しつつ、

各市町村において取り組んでいく目標や取組の具体的な内容を記載した、当該市町村におけ

る文化財の保存・活用に関する基本的なアクション・プランである。 

（イ）効果 

地域計画において、文化財の保存・活用に関して当該市町村が目指す将来的なビジョンや

具体的な事業等の実施計画を定め、これに従って計画的に取組を進めることで、継続性・一

貫性のある文化財の保存・活用が一層促進される。 

また、当該市町村における文化財行政の取組の方向性を計画として対外的に明示するとと

もに、作成した地域計画を広く周知し，民間団体等の様々な関係者のみならず地域住民の理

解・協力を得ることにより、地域社会総がかりによる、より充実した文化財の保存・活用を

図っていくことが可能となる。 

（ウ）位置づけ 

地域計画は、地域に所在する未指定文化財を含めた多様な文化財を総合的に調査・把握し

た上で、まちづくりや観光などの他の行政分野とも連携し、総合的に文化財の保存・活用を

進めていくための枠組みでもある。 

地域計画の作成・推進を通じて、地域の多様な文化財の掘り起こしが進み、新たに見いだ

された文化財の保護につながるとともに、民間団体をはじめ多様な主体の参画を得ること

で、所有者や行政だけでは難しい未指定文化財を含む幅広い文化財の積極的な保存・活用の

推進が期待される。 

また、法定計画として市町村の行政体系に位置付けることで、文化財の保存・活用の必要

性・重要性が増すとともに、様々な関係者の参画を得ながら計画の検討を行うことで、計画

の作成過程自体も“見える化”し、文化財の保存・活用に対する地域住民の関心や理解の促

進、さらには地域のアイデンティティの醸成が期待される。 

 

② 地域計画の記載事項 

（ア）基本的内容 

 ○当該市町村の概要 

○当該市町村の文化財の概要 

○当該市町村の歴史文化の特徴 

○文化財の保存・活用に関する課題 

○文化財の保存・活用に関する方針 

○文化財の保存・活用に関する措置 

○文化財を把握するための調査に関する事項 
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○計画期間 

○文化財の保存・活用の推進体制等 

（イ）必要に応じて掲げることのできる内容 

 ○関連文化財群に関する事項 

○文化財保存活用区域に関する事項 

○地域計画の認定を受けた場合の事務処理特例の適用を希望する事務の内容 

○その他の事項 

 

③ 作成・認定の手続き 

（ア）情報収集 

作成に向けた準備として、過去からの調査や市町村史等の文献、関連する行政計画や条

例、規則などの基本情報を収集・整理する。 

（イ）体制 

地域計画の作成のための協議会を設置する。 

協議会の構成員は、市町村・都道府県、支援団体が基本的な構成員であり、このほか必要

に応じて、文化財の所有者・学識経験者・商工関係団体・観光関係団体その他の市町村が必

要と認める者を構成員とすることができる 

（ウ）意見聴取 

地域計画の素案を作成するとともに、協議会での意見を計画に反映させる。 

また、法定の手続として、あらかじめ、地方文化財保護審議会の意見を聴くこと及び公聴

会やパブリックコメントの実施など住民の意見を反映させるよう努めることが必要なため、

適切なタイミングでこれらを実施する。 

（エ）計画の認定 

作成した地域計画の認定申請は、都道府県を経由して、文化庁長官へ別途定める申請書を

提出して行う。 

 

④ 認定基準 

○域内の文化財の状況に応じて、計画期間内において実施すべき措置が盛り込まれているこ

と 

○それらが文化財の保存・活用に寄与するものであることが合理的に説明されていること 

○措置の実施主体が特定されているか、特定される見込みが高いこと措置の実施スケジュー

ルが明確であること 

○認定を受けた場合の事務処理の特例の適用を希望する場合には、当該事務の実施に必要な

人員の配置など適切な実施体制が確保されていること 

○大綱が定められている場合、地域計画の内容が大綱と整合性のとれたものとなっているこ

と 
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（４）実施体制 

 高砂市文化財保存活用地域計画協議会を中心に、各行政機関と、市民等による全体的な構

成をもとに、事業を実施する。 

 

 

 

 

市民 

 

 

 

 
 

・ 

専門家 

高砂市文化財保存活用地域計画協議会 
 

会員［市民・学識経験者・行政等］ 

高砂市文化財保存活用地域

計画作成検討委員会（庁内） 
  

委員［市関係課長］ 

事務局 

高砂市教育委員会 

生涯学習課 文化財係 

文化庁 
兵庫県教育委員会 

文化財課 

コンサル
タント 
（令和５･６

年度予定） 

意見反映 

報告・ 
意見聴取 

助言・協議 

審
議
・
報
告 

助言・報告 

意見・ 

報告 

意
見
・
報
告 

高砂市文化財審議委員会 

  

委員［学識経験者］ 

報告・ 
意見聴取 

意見反映 
市民団体 

企 業 

大学・ 

研究機関 

文化財 

所有者 

ﾍﾘﾃｰｼﾞ 
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（５）スケジュール 

 

 

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

文化財保存活用地域計画
協議会

7/1 設置

８/12 第1回
概要説明

１月 第２回

歴文構想の検証

第３回

歴史文化・
課題

第４回

目標・方針

第５回

方向性

第6回

実施計画

第7回

計画案

文化財保存活用地域計画
作成検討委員会
（庁内委員会）

5/1 設置 7/29 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

文化財調査
（既存データの

整理）

地域計画作成
歴史文構想

の検証
計画素案作成

文化財概要

まとめ

目標･

方針づくり

具体

方向性

実施計画

調整

計画案

作成

文化庁手続き 補助金手続き 補助事業実施
補助事業

実施

認定申請 認定

コンサル委託 － － － －
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ契約

基礎ﾃﾞｰﾀの収集

計画作成

の支援

報告・情報共有

4/20 議会委員会

　ｽｹｼﾞｭｰﾙ
4/28 定例教委報告
　庁内委設置
5/20 議会委員会
　協議会要綱案･名簿案
5/26 定例教委
　協議会設置
6/23 定例教委
　協議会会員委嘱

9月 議会報告
第1回協議会

１月 議会報告
第2回協議会

議会報告 議会報告
議会報告

パブコメ

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

冊子刊行

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

令和7
年度以降

令和４年度 （市単費） 令和５年度（国補助） 令和６年度（国補助）

建築まちなみ調査

各文化財調査
事
業
の
実
施
と
進
捗
管
理
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２．文化財の概要 

（１）文化財の主な調査状況 

 

種 別 
文 化 財 名  

（ゴシック体は歴史文化 

基本構想以後の動き） 

過 去 の 調 査 実 績  

史  跡 

・ 

埋蔵文化財 

考古 

高砂市史編さん事業で市内の遺跡と遺物を悉皆調査し､平成28年刊

行の『高砂市史』第7巻で､旧石器～奈良時代以降の計67の遺跡と

遺物を報告｡平成23年刊行の『高砂市史』第１巻で原始･古代の通

史について論述される。 

石の宝殿及び 

竜山石採石遺跡 

(国指定） 

古代につくられた石造物と、1700年続く竜山石採石の生産遺跡。 

平成16年度に竜山採石遺跡、平成22年に石の宝殿の調査報告書を刊

行。平成26年に国指定。保存活用計画・整備基本計画にもとづき、

整備事業を実施中(平成30～令和6年度予定)。 

史跡・景観 

平成20～22年度の文化財総合的把握モデル事業の文化財調査で実

施。竜山石切場の、航空レーザー計測や周辺景観の調査・アンケ

ートを実施した。平成23年刊行の文化財調査報告書で報告。 

岩石 

平成20～22年度の文化財総合的把握モデル事業の文化財調査で実

施。竜山石の岩石学的特徴を調査し、平成23年刊行の文化財調査

報告書で報告。 

高砂堀川湊及び

工楽松右衛門旧宅 

（県指定） 

江戸時代に加古川舟運と瀬戸海運で繁栄した高砂湊の船着き場等

の港湾遺跡と工楽松右衛門の居宅。平成28～29年度に南堀川跡発掘

調査を実施し報告書を刊行。平成31年3月に県指定。南堀川跡の範

囲確認調査を実施中(令和４年度まで)。 

日笠山貝塚 

(市ふるさと文化財) 

縄文時代の瀬戸内海沿岸で形成された数少ない貝塚の一つ。昭和3

7～41年度に発掘調査を実施｡平成24年に市ふるさと文化財に登録。 

塩田遺跡 
縄文時代から中世にかけての複合遺跡。 

昭和43～52年度実施の発掘調査で古代郡衙の可能性がある。 

時光寺古墳 
平成16～19年度に竜山石製石棺を埋葬する古墳時代中期の円墳の

発掘調査を実施。平成21年に調査報告書を刊行。 

竜山古墳群 

昭和51年度に5号墳を発掘調査。平成11～16年度に測量調査と一部

発掘調査を実施。古代の石材産出に携わった首長墓。平成23年に調

査報告書を刊行。 

阿弥陀古墳群 
昭和37年度に発掘調査。平成16･18･23年度に測量・発掘調査を実施

。古代大国里に関わる首長墓群。平成24年に調査報告書を刊行。 

遺跡地図 
平成元～３年度に市内遺跡詳細分布調査を実施し遺跡地図を刊行。

現在97箇所の遺跡がある。 
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種 別 
文 化 財 名  

（ゴシック体は歴史文化 

基本構想以後の動き） 

過 去 の 調 査 実 績  

石 造 物 

石造遺物 

高砂市史編さん事業で市内の石造遺物を悉皆調査し､平成28年刊行

の『高砂市史』第7巻で､中世385件､近世496件を報告｡石製品の分布

や石工勢力圏域等もまとめられ､前代未聞の石造調査成果の報告｡ 

墓石 

平成20～22年度の文化財総合的把握モデル事業の文化財調査で実

施。市内86カ所の墓地にあるすべての墓石32,115件を悉皆調査した

。平成23年刊行の文化財調査報告書で報告。 

石仏 

平成９･10年度に市内の中世･近世石仏の分布調査を実施。近世石仏

は、お地蔵さんとして民間信仰の対象として、市内全域に祭礼活動

が展開。 

道標 
平成９･10年度に市内に残る道標すべてを調査し､紹介冊子を刊行

した。 

阿弥陀共同墓地 

石造五輪塔 

（県指定） 

昭和36年に高砂市で初めて県指定。鎌倉時代中期の文保２年(1318

)に造立。兵庫県内では２番目に古い完存の五輪塔。令和元年度に

保存修理を実施し令和４年に報告書を刊行。 

建 造 物 

建築 

高砂市史編さん事業で建築物を悉皆調査し､平成28年刊行の『高砂

市史』第7巻で､寺院12件･神社４件･民家１件･近代建築６件の計23

件を報告｡江戸時代の優れた古建築が詳細に調査された。 

建造物・まちなみ 

平成20～22年度の文化財総合的把握モデル事業文化財調査で実施。

市内全地区の歴史的建造物を悉皆調査。古民家は､高砂地区257件･

伊保地区71件･曽根地区70件ほか計635件を確認した｡近代化遺産49

件､社寺127件を含め､平成23年刊行の文化財調査報告書で報告｡ 

民家 

平成10年度に5件の民家を対象とした建造物調査を実施し報告書を

刊行。代表的な近世民家のみの調査で、社寺・近代以降建造物は未

調査。 

旧入江家住宅 

(県指定) 

平成14～18年度に近世庄屋層民家である旧入江家住宅の総合調査

を実施し、平成19年に、建造物の詳細調査の成果とともに、民具・

古文書等の総合調査報告書を刊行。 

美術工芸 美術 

高砂市史編さん事業で指定物件を中心に調査し､平成28年刊行の『

高砂市史』第7巻で､絵画28件･絵馬12件･彫刻工芸品８件の計48件を

報告｡ 

古 文 書 

古文書 

高砂市史編さん事業で市内の約80カ所に残る古文書を悉皆調査し､

各家の文書目録や平成17年刊行の『高砂市史』第５巻で翻刻文を報

告。平成22年刊行の『高砂市史』第２巻等で論述。 

市史編さん事業で収集した未整理の古文書調査を継続中。 

工楽家文書 

平成10～14年、28～30年度に、工楽家所有の古文書約1万2千件に及

ぶ詳細調査を実施し31年に調査報告書と目録を刊行。令和４年度以

降、追加文書の調査を継続中。 
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種 別 
文 化 財 名  

（ゴシック体は歴史文化 

基本構想以後の動き） 

過 去 の 調 査 実 績  

古 文 書 
河野家文書 

（竜山石問屋） 

平成20～22年度の文化財総合的把握モデル事業文化財調査で実施。

近代に竜山石の問屋をつとめた河野家の文書を調査し､平成23年刊

行の文化財調査報告書で報告｡ 

民  俗 

曽根天満宮の 

一ツ物 

(県指定) 

中世から伝承された稚児の祭礼「一ツ物」は、現在兵庫県内を中心

にわずかしか残っていない。平成17年度に県教育委員会が調査を実

施。平成21年に県指定。 

民俗 

平成20～22年度の文化財総合的把握モデル事業の文化財調査で実

施。地域に特徴的な祭礼･七夕･盆踊り･地蔵盆をテーマに調査しま

とめ、平成23年刊行の文化財調査報告書で報告。 

高砂町の民俗  
平成16年度に神戸女子大学が高砂町地区の民俗について調査を実

施。その他の地区の民俗調査は未実施。 

石工技術と用具 
近世以降の石工技術を伝承する古老石工の聞き取り調査等の民俗

調査を実施。伝世した石工用具の調査も実施。 

総合調査 
市史編さん事業 

（再掲） 

平成11年度から27年度までの17か年度にわたる調査・研究を経て、

『高砂市史』全７巻を刊行した。原始から近現代の通史が詳述され

、文献･石造遺物･建築･美術等の各分野の文化財調査を総合的に実

施した。 
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（２）指定文化財等一覧 

令和４年４月１日現在 

＜国指定文化財＞    

No. 種別 名      称 指定年 管 理 者 所 在 地 

1 絵画 絹本着色五仏尊像 昭和 25年 十輪寺 高砂町横町 

2 史跡 石の宝殿及び竜山石採石遺跡 平成 26年 高砂市 阿弥陀町生石他 

 

＜国登録文化財＞    

No. 種別 名      称 登録年月日 管 理 者 所 在 地 

1 

建造物 

旧朝日町浄水場配水塔 平成 15年 高砂市 高砂町朝日町 

2 土田家住宅旧魚橋郵便局舎･離れ･門及び塀 平成 17年 個人 阿弥陀町魚橋 

3 花井家住宅主屋 平成 25年 個人 高砂町高瀬町 

4 松宗蔵 平成 25年 個人 高砂町東浜町 

5 大崎家住宅主屋 平成 25年 個人 高砂町藍屋町 

6 旧高砂銀行本店（高砂商工会議所会館） 平成 29年 
高砂商工会

議所 
高砂町北本町 

7 旧高砂通運本社屋 平成 29年 
高砂通運株
式会社 

高砂町鍛冶屋町 

8 旧高砂消防会館・南本町巡査派出所 平成 29年 高砂市 高砂町南本町 

 

＜県指定文化財＞ 

No. 種別 名      称 指定年月日 管 理 者 
所   在   

地 

1 

建造物 

石造五輪塔(阿弥陀共同墓地内) 昭和 36年 阿弥陀町 阿弥陀町阿弥陀 

2 十輪寺本堂 昭和 54年 十輪寺 高砂町横町 

3 石造宝篋印塔(時光寺境内) 昭和 62年 時光寺 時光寺町 

4 旧入江家住宅 平成 14年 高砂市 曽根町 

5 

絵 画 

絹本着色阿弥陀来迎図 昭和 54年 十輪寺 高砂町横町 

6 真浄寺障壁画 昭和 60年 真浄寺 伊保 

7 板絵著色神馬図（曽我蕭白筆） 平成 26年 
曽根天満宮 
（加茂神社） 

曽根町 

8 板絵著色牽牛図（曽我蕭白筆） 平成 26年 曽根天満宮 曽根町 

9 考 古 天磐舟(家形石棺蓋石) 昭和 47年 高砂市 阿弥陀町生石 

10 彫 刻 木造阿弥陀如来立像 昭和 58年 利生寺 荒井町御旅 

11 民 俗  曽根天満宮の一ツ物 平成 21年 
曽根天満宮一ツ
物神事保存会 

曽根町 

12 史 跡 高砂堀川湊及び工楽松右衛門旧宅 平成 31年 高砂市 高砂町今津町 
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＜市指定文化財＞ 

No. 種別 名      称 指定年月日 管 理 者 所 在 地 

1 

建造物 

旧岸本家織部灯篭 昭和 42年 高砂市 高砂町横町 

2 旧入江家織部灯篭 昭和 43年 高砂市 曽根町 

3 延命寺織部灯篭 昭和 46年 延命寺 高砂町横町 

4 黒岩十三仏(磨崖仏) 昭和 46年 住吉神社 曽根町 

5 石造九層塔(時光寺境内) 昭和 46年 時光寺 時光寺町 

6 石造五輪塔(大日寺境内) 昭和 46年 大日寺 阿弥陀町阿弥陀 

7 石造十三層塔(大福寺境内) 昭和 46年 大福寺 荒井町小松原 

8 庫裏・大玄関・小玄関 昭和 57年 十輪寺 高砂町横町 

9 石灯篭 昭和 59年 米田天神社 米田町米田 

10 美雄弥神社 昭和 63年 荒井神社 荒井町千鳥 

11 十輪寺 山門 平成 11年 十輪寺 高砂町横町 

12 曽根天満宮 石橋 平成 12年 曽根天満宮 曽根町 

13 時光寺山門 平成 16年 時光寺 時光寺町 

14 申義堂 平成 23年 高砂市 高砂町 

15 曽根天満宮随神門 平成 24年 曽根天満宮 曽根町 

16 

絵 画 

絵馬「武将騎馬図」（森周峯筆） 昭和 47年 高砂神社 高砂町東宮町 

17 絵馬「放牛図」（橋本関雪筆） 昭和 54年 曽根天満宮 曽根町 

18 絹本著色阿弥陀来迎図 昭和 56年 真浄寺 伊保 

19 寒山拾得・仙人之図（曽我蕭白筆） 昭和 57年 利生寺 荒井町御旅 

20 絹本著色不動明王二童子像 昭和 58年 十輪寺 高砂町横町 

21 絵馬「三十六歌仙」 昭和 59年 米田天神社 米田町米田 

22 絹本著色観経変相図 昭和 62年 時光寺 時光寺町 

23 
｢楼閣山水図｣襖押絵貼図４面、 
｢人物図｣襖押絵貼図４面（曽我蕭白筆） 

平成 2年 時光寺 時光寺町 

24 絵馬｢高砂神社神事の図｣ 平成 10年 高砂神社 高砂町東宮町 

25 絵馬「祭礼の図」 平成 10年 高砂神社 高砂町東宮町 

26 曽根天満宮 幣殿天井絵 平成 13年 曽根天満宮 曽根町 

27 
法然上人像（宝瓶の御影） 
附 法然上人像（宝瓶の御影） 

令和元年 十輪寺 高砂町横町 

28 彫 刻 木造阿弥陀如来立像 平成 16年 観音寺 荒井町中町 

29 
工芸品 

石仏（大日寺境内） 昭和 46年 大日寺 阿弥陀町阿弥陀 

30 鰐口 昭和 59年 米田神宮寺 米田町米田 
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No. 種別 名      称 指定年月日 管 理 者 所 在 地 

31 

書 跡 

貝多羅葉 昭和 60年 善立寺 高砂町横町 

32 鐵眼版・大蔵経 昭和 62年 真浄寺 伊保 

33 貝多羅葉 平成 3年 真浄寺 伊保 

34 聖徳太子伝記 平成 4年 真浄寺 伊保 

35 

考 古 

三角縁五神四獣鏡 昭和 55年 蓮教寺 北浜町牛谷 

36 竜山５号墳出土品 平成 10年 高砂市 阿弥陀町生石 

37 塩田遺跡出土墨書土器他 平成 10年 高砂市 阿弥陀町生石 

38 歴 史 
 

資 料 

算額 昭和 52年 生石神社 阿弥陀町生石 

39 別所重棟制札 平成 22年 曽根天満宮 曽根町 

40 
民 俗 

荒井神社仁輪加太鼓 平成 22年 仁輪加保存会 荒井町千鳥 

41 高砂神社秋季例大祭船渡御 令和 2年 
高砂神社秋
祭り保存会 

高砂町 

42 史 跡 藤の井 平成 7年 西浜自治会 北浜町西浜 

 

＜ふるさと文化財＞ 

No. 種別 名      称 登録年月日 申 請 者 所 在 地 

1 

建造物 

観月碑 平成 24年 米田自治会 米田町米田 

2 弥兵衛塔 平成 24年 米田自治会 米田町米田 

3 網堂の石棺仏 平成 25年 伊保東部自治会 伊保東 

4 石造地蔵菩薩坐像（川地蔵） 平成 27年 藍屋町自治会 高砂町藍屋町 

5 民 俗 阿弥陀音頭 平成 25年 
阿弥陀音頭の 

保存会 
阿弥陀町 

6 

史 跡 

渚の井 平成 23年 伊保中部自治会 伊保 

7 竜ヶ鼻 平成 24年 高砂市 伊保東 

8 日笠山貝塚 平成 24年 高砂市 曽根町 

9 金時井顕彰碑 平成 26年 伊保崎水利組合 伊保東 

10 経政神社 平成 26年 長尾自治会 阿弥陀町長尾 

11 梅の井 令和 3年 梅井自治会 梅井 
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国:石の宝殿及び竜山石採石遺跡 
国登: 旧朝日町浄水場配水塔 

国: 絹本着色五仏尊像 

国登: 土田家住宅旧魚橋郵便局舎 

国登: 花井家住宅主屋 国登: 旧高砂銀行本店 

県: 十輪寺本堂 県: 旧入江家住宅 

県: 天磐舟(家形石棺蓋石) 県: 高砂堀川湊及び工楽松右衛門旧宅 県: 木造阿弥陀如来立像 

県: 石造五輪塔 県: 石造宝篋印塔 県: 曽根天満宮の一ツ物 

県: 板絵著色神馬図 
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市: 旧岸本家織部灯篭 市: 黒岩十三仏 市: 曽根天満宮石橋 

市: 申義堂 

市: 絵馬「三十六歌仙」 

市: 法然上人像 

市: 三角縁五神四獣鏡 市: 荒井神社仁輪加太鼓 市: 高砂神社秋季例大祭船渡御 

ふ: 弥兵衛塔 ふ: 観月碑 ふ: 網堂の石棺仏 ふ: 川地蔵 

ふ: 竜ヶ鼻 ふ: 日笠山貝塚 ふ: 梅の井 
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３．高砂市歴史文化基本構想（平成 23年３月策定） 
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５．高砂市文化財保存活用地域計画の作成に向けて 

 

（１）行政計画における位置づけ 

 

＜上位・関連計画と位置づけ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第５次高砂市総合計画」（令和３年３月策定） 

 地域の個性の魅力を後世に継承し、魅力的

なまちをつくり、地域が連携し、持続可能な

まちづくりを推進する。 

「高砂市歴史文化基本構想」 

（平成 23年３月策定） 

 市民が高砂市の歴史文化を大切に受

け継ぎ地域に誇りを持つ社会を目指

す。歴史文化資源の価値を顕在化し、一

体的に保存活用を図る。 

「高砂市都市計画マスタープラン」 

（平成 23年４月策定） 

 地域の歴史資源や歴史的景観を活か

した都市づくりを行うため、維持・活

用に配慮した良好かつ安全な住環境の

形成と保全に努める。 

「高砂文化振興基本方針」 

（平成 30年３月策定） 

文化を大切にし、ふるさとを愛する

人づくりを進めるため、地域の特性あ

ふれる文化に関わる資源の普及、啓発、

活用に努める。 

「第３期高砂市教育振興基本計画」 

（令和２年２月策定） 

 ふるさとを愛し、豊かな学びを提供

し、未来につなぐ教育の推進を通して、

地域社会全体で継承できるひとづくり

を推進する。 

「高砂市文化財保存活用地域計画」 

（策定予定） 

 文化財の保存活用の目指すべき姿と実現

に向けた方針と具体的な措置を示す。 
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＜文化財保護体系における本計画の位置づけ＞ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高砂市文化財保存活用 

地域計画(策定予定) 

兵庫県指定重要有形文化財 

旧入江家住宅保存活用 

計画（策定予定） 

国（文化庁長官） 

国指定史跡 

石の宝殿及び竜山石 

採石遺跡保存活用計画 

（平成 29年 3月） 

高砂市歴史文化基本構想 

（平成 23年３月） 

兵庫県文化財保存活用 

大綱(令和２年３月) 

申請 
(予定) 

認定 
(予定) 

○○文化財保存活用計画 

○○文化財保存活用計画 
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（２）地域計画を作成するにあたっての作業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 歴史文化基本構想の再確認と見直し  ⇒ 令和４年度 

○市の概要 

○文化財の概要・歴史文化の特徴 

○文化財の保存・活用に関する課題と方針 

○文化財を把握するための調査 

○文化財の保存・活用の推進体制 

○関連文化財群 

○文化財保存活用区域 

② 新たな項目を作成          ⇒ 令和５・６年度 

○文化財の保存・活用に関する措置 

○計画期間の設定 

○事務処理特例 

○その他の事項 

③ 必要な文化財調査等を実施      ⇒ 令和５年度 

○建造物・まちなみの再調査（歴史文化基本構想策定後の変遷） 

○市民意向調査 

○文化財一覧等の整理 
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【文化財保存活用地域計画の記載事項】 

必
須
事
項 

当該市町村の概要 

・市町村の位置や地形、気候などの自然的・地理的環境 
・産業や土地利用、人口動態などの社会的状況 
・歴史や関わりのある人物、人々の伝統的な営み等の歴史的背景  

など 

当該市町村の文化財の概要 

・主な文化財の概要や特徴 
（歴史的・地理的な分布状況や域内の文化財に多く見られる類型・
様式などの特徴） 

・文化財リスト 
（過去からの調査等により把握している域内の文化財を記載した
もの） 

当該市町村の歴史文化の特徴 
当該市町村に固有の歴史や文化にまつわる地域的な特色の概要 
（記載にあたっては、当該市町村の概要と当該市町村の文化財の
概要を踏まえ、総合的に地域の特徴を捉える視点が必要） 

文化財の保存・活用に関する課題 

・未指定を含む文化財の滅失・散逸や担い手の減少の状況 
・適切な周期での修理が実施できていない域内の文化財の状況 
・文化財を継承する技術・材料等の確保・生産体制の現状 
など、当該市町村が直面する課題や問題意識 

文化財の保存・活用に関する方針 
歴史文化の特徴及び保存・活用に関する課題を踏まえ、当該市町
村として目指すべき方向性や将来像、域内の文化財の保存・活用
に関する取組の方針 

文化財の保存・活用に関する措置 

保存・活用に関する方針を踏まえ、計画期間中に行う事業や関係
法令（都市計画法、景観法等）上の措置など取組の具体的な内容
について、実施時期を可能な限り明確にした上で記載 
（例） 
・文化財の指定等、修理、整備 
・防犯・防災対策、災害発生時の対応 
・文化財に関する情報発信、普及啓発、人材育成 
・原材料の確保、修理技術等の継承に関する取組 
・支援団体など民間と連携した取組 
・条例等に基づく当該市町村独自の取組 等 

文化財を把握するための調査に
関する事項 

域内の文化財を総合的に把握するため、これまでの調査の実施状
況を踏まえ、調査が未実施の文化財類型や地域、今後の調査の実
施の方針・具体的な計画などを記載 
（文化財リストについては第１号関係参照） 

計画期間 
当該市町村の総合計画等の計画期間との整合性や地域の実情を踏
まえつつ、概ね５年〜10年程度の期間を設定 

文化財の保存・活用の推進体制 

地域計画を実施していくため 
・市町村の文化財担当部局や関係部局 
・域内に所在する博物館等の関係機関における職員・専門的人材
の配置状況 

・地方文化財保護審議会の設置状況や文化財保護指導委員の配置
状況 

・文化財保存活用支援団体の指定状況などの現状 
・今後の体制整備の方針 
などについて記載 
また、必要に応じて、都道府県や域外の関係機関との連携・協力
体制の構築状況等について記載【詳細は文部科学省令で定めるこ
ととしており別途検討】 
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任
意
事
項 

関連文化財群に関する事項 
・設定の考え方や名称、解説（テーマ・ストーリー）、構成文化財
のリスト、地図、その保存・活用の方針や講ずる措置の内容 

・日本遺産の認定を文化庁から受けている場合には、その内容 

文化財保存活用区域に関する事
項 

・区域設定の考え方や名称、地図、区域に含まれる文化財のリス
ト、その保存・活用の方針や講ずる措置の内容 

・地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（平成 20
年法律第 39号。通称「歴史まちづくり法」）に基づく歴史的風
致維持向上計画が定められている場合には、当該計画に定めら
れた重点区域の内容 

事務処理特例 

「地域計画の認定を受けた場合の事務処理特例の適用を希望する
事務の内容」には、地域計画の認定を受けた場合の事務処理の特
例（法第 184条の２）の適用を希望する場合に、当該市町村にお
いて実施を希望する事務の内容について記載 

その他の事項 
世界遺産や無形文化遺産など条例等に基づく枠組みに位置付けら
れる文化財等に関する取組の方針や講ずる措置の内容等 
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【建造物・まちなみの再調査】平成 20・21年度実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

33 

 

【市民意向調査】 平成 21年度実施 
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【歴史文化基本構想策定後の取り組み】 

 

１－１ 行政（教育） －教育委員会－ 

 １）ふるさと文化財登録制度の創設と運用 

２）高砂市指定文化財に文化財案内板を設置 

３）国史跡石の宝殿及び竜山石採石遺跡の保存・活用と整備事業 

４）文化財建造物の整備と活用 

５）ふるさと高砂学 

６）図書館名誉館長事業の展開 

 

１－２ 行政（文化・市民活動） －文化振興－ 

 １）文化講座「高砂学」 

２）高砂市ふるさと文化財に案内板を設置 

 

１－３ 行政（まちづくり） －都市整備－ 

 １）高砂みなとまちづくり行動計画の実践 

２）高砂堀川周辺地区整備事業 

 

２－１ 行政と民間団体（シティプロ―モーション） －観光振興－ 

１）たかさご万灯祭 

２）一般社団法人高砂市観光交流ビューローの設立（平成 28年）と活動展開 

３）日本遺産「北前船」の追加認定と交流事業 

４）工楽松右衛門旧宅 

 

２－２ 市民・民間団体を行政が支援 

１）市民提案型地域協働推進事業「夢の代」補助制度 

 

３－１ 市民・民間団体独自の活動 

 １）市民団体による地域活動の展開 

 ２）古民家の活用 
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（３）高砂市文化財保存活用地域計画の構成案 
 

はじめに 

１．計画作成の背景・目的 

２．地域計画の位置づけ 

３．経緯と体制 

４．計画期間 

第１章 高砂市の概要 

１．自然・地理的環境 

２．社会的状況 

３．歴史的背景 

第２章 高砂市の文化財の概要 

１．文化財保護の歩み 

２．文化財類型ごとの一覧 

第３章 高砂市の歴史文化の特徴 

３．歴史文化の特徴 

４．歴史文化のストーリー 

第４章 保存・活用に関する取り組みと課題 

１．各主体ごとの取り組み 

２．保存・管理に係る取り組み 

３．活用に係る取り組み 

４．担い手に係る取り組み 

第５章 歴史文化資源の保存・活用に関する方向性と措置 

１．保存・活用に関する現状と課題 

２．保存・活用に向けた基本理念 

３．保存・活用に関する基本方針 

４．保存・活用に関する措置 

第６章 重点に区域における歴史文化資源の保存・活用 

１．重点区域の設定 

２．重点区域の保存活用計画 

第７章 歴史文化資源の保存・活用の推進体制 

１．推進主体ごとの役割と体制 

２．主体間の連携体制 

３．保存・活用推進のための総合的な体制 

参考資料 
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【参考】文化財保存活用地域計画構成案と歴史文化基本構想の対比表 
 

高砂市文化財保存活用地域計画 構成案 高砂市歴史文化基本構想 

はじめに はじめに 

１．計画作成の背景・目的 １．高砂市歴史文化基本構想について （１）考え方の背景 

２．地域計画の位置づけ １．（２）計画の位置づけ 

３．経緯と体制 【巻末資料】歴史文化基本構想策定の実施体制と経過 

４．計画期間 １．（３）構想の期間、見直し 

第１章 高砂市の概要 ２．高砂市のあゆみ 

１．自然・地理的環境 ２．（１）高砂市の位置、地勢 

２．社会的状況 ２．（２）高砂市の歴史（通史） 

３．歴史的背景 ２．（２）高砂市の歴史（通史） 

第２章 高砂市の文化財の概要 ２．（３）高砂市の歴史文化の特徴 

１．文化財保護の歩み － 

２．文化財類型ごとの一覧 ２．（３）高砂市の歴史文化の特徴 ②文化財保護の現状 

第３章 高砂市の歴史文化の特徴 ４．高砂市の歴史文化を見直す効果的な視点（テーマ） 

３．歴史文化の特徴 ４．（１）高砂市の歴史文化を見直すテーマと関連文化財群 

４．歴史文化のストーリー ４．（２）４つのテーマからみた高砂市の歴史文化のストーリー 

第４章 保存・活用に関する取り組みと課題 ６．関連文化財群の保存活用 

１．各主体ごとの取り組み － 

２．保存・管理に係る取り組み ６．（１）保存の基本的な考え方 

３．活用に係る取り組み ６．（２）活用の基本的な考え方 

４．担い手に係る取り組み － 

第５章 歴史文化資源の保存・活用に関する方向性と措置 ３．高砂市歴史文化基本構想の基本方針 

１．保存・活用に関する現状と課題 － 

２．保存・活用に向けた基本理念 ３．（１）高砂市の将来目標像と歴史文化基本構想の基本理念 

３．保存・活用に関する基本方針 ３．（２）歴史文化基本構想の保存活用に向けた基本的方策 

４．保存・活用に関する措置  －  （提言～高砂市歴史文化基本構想の実現に向けて～） 

第６章 重点に区域における歴史文化資源の保存・活用 ５．関連文化財群の保存活用区域 

１．重点区域の設定 ５．関連文化財群の保存活用区域 

２．重点区域の保存活用計画 － 

第７章 歴史文化資源の保存・活用の推進体制 ７．高砂市歴史文化基本構想の実現に向けた進め方 

１．推進主体ごとの役割と体制 ７．（１）基本的な考え方（２）ひとづくり（３）まちづくり 

２．主体間の連携体制 － 

３．保存・活用推進のための総合的な体制 ７．（４）構想推進の体制づくり 

参考資料 別冊『高砂市文化財総合的把握モデル事業 文化財調査報告書』 
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